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経営理念、ビジョン、価値観

中期経営計画2027の発表とともに新ビジョンと価値観を策定

PHCグループは、2024年11月に、「中期経営計画2027」の発表とともに、新たな
ビジョン「精緻な技術でヘルスケアの未来を切り拓くリーダーとなる」を策定しました。
私たちは、高品質な医療を、誰もが身近に享受できる未来の実現に向けて、強みであ
る精緻な技術を基盤に、医療従事者や研究者の皆さまと共創し、健康を願うすべての
人々のために、ヘルスケアの未来を切り拓いていきます。また、このビジョンを実現す
るための新しい価値観として、「好奇心」「実行する勇気」「個の尊重と共創」「高い倫理
観」も策定いたしました。これらの価値観は、PHCグループで働くすべての従業員の行
動指針であり、目標達成のための基盤となります。

●   探究心で世界を広げ、あらゆる物事
からインスピレーションを得る

●  お客さま目線で常に問いかける

●  自己の潜在能力を解き放つ
●   新しい挑戦に向け、お互いを
励まし合う

●   互いを尊重し、目標達成に向け
One PHCで前進する

●   地域、事業、職能を超えて多様な
考えを受け入れ、共創を育む

●   倫理的な行動を最優先する
●    誠実性、公正性、透明性を 
厳守する

健康は、人々の人生においてかけがえのないもの。より良いヘルスケアを、患者の皆さまが選択できるために。
PHCグループは、研究・医療機器、ヘルスケア ITソリューションを世界各地で展開しています。
目指すのは、高品質な医療を、誰もが身近に享受できる未来の実現。
私たちの強みである精緻な技術を基盤に、医療従事者や研究者の皆さまと共創し、健康を願うすべての人々のために、
ヘルスケアの未来を切り拓いていきます。

経営理念
■

わたしたちは、たゆみない努力で
健康を願うすべての人々に新たな価値を創造し

豊かな社会づくりに貢献します

ビジョン
■

精緻な技術で
ヘルスケアの未来を切り拓くリーダーとなる

価値観
■

PHC GROUP Integrated Report 2025 Executive Summary Our Value Creation Corporate Strategy Business Sustainability Data Section Appendix 5



CEO’s letter

1.  変革元年 成長と革新を遂げた2024年度

2024年度の躍進：新経営体制が牽引する成長とイノベーション
2024年4月に新しい経営体制が発足して以来、PHCグループは3

期連続赤字からの脱却を目指し、四半期ごとの計画達成に注力してま
いりました。期初からコスト削減を徹底するなど、地道な取り組みを
積み重ねた結果、2024年度の売上収益は前年比2.2%増加の3,616

億円、営業利益は大幅増の226億円となり、上場来最高の売上・利
益と初の最終利益の黒字化を達成いたしました。同時に、期中に上方
修正した業績予想をも上回りました。
市場環境の変化など厳しい局面にも直面しましたが、2024年度の
業績は全世界の従業員が一丸となって取り組んだ成果であり、当社に
とって重要な転換点となりました。
また、市場にも革新的な新製品を投入しました。培地中の細胞の代
謝変化をリアルタイムに可視化するライブセル代謝分析装置
「LiCellMoTM」は、当社が細胞・遺伝子治療領域に展開した初の製品
です。診断薬事業とバイオメディカ事業の両開発部署の共同研究によ
る、部門横断の技術シナジーを象徴する製品です。
また、パートナー企業であるSenseonics社が開発し、アセンシアが
販売するEversense®365持続血糖測定（CGM）システムは、世界で

初めて最長1年間の継続使用が可能な製品です。FDA※1認可も取得
いたしました。
※1 「アメリカ食品医薬品局（U.S. Food and Drug Administration）」の頭文字を取った略称

高まる社外評価と未来への弾み
PHCグループが展開する先進的な製品群は、第三者機関から毎年
高く評価されています。2024年度は、試料のトレーサビリティに貢献
するレーザープリンター「SlideMate」等、複数の製品が業界賞を受
賞。また、アセンシアが販売するEversense®365持続血糖測定
（CGM）システムは、「2025年メドテック・ブレークスルー賞」の糖尿
病マネジメント分野における「最優秀新技術ソリューション」に選出さ
れました。さらに、ウィーメックスのコールセンターが、HDIサポート
センター国際認定プログラム※2の最高位「HDI七つ星認定センター」
の認定を取得。これは日本のヘルスケア業界初の取得実績です。当
社グループ自体も医療業界の企業評価で定評のあるThe Healthcare 

Technology Report社※3の「2024年ヘルスケアテクノロジー企業
トップ100」※4に選出されるなど、社外からの評価が高まり、将来に向
けて弾みがつく一年となりました。
※2  2000年にHDI国際標準化委員会により発表された、サポートセンターの品質を認証する世
界で唯一の公開された国際標準に基づくプログラム

※3 

※4 

One PHCでシナジーを創出し、
ヘルスケアの未来に、光る企業を目指します

PHCホールディングス株式会社
代表取締役社長
最高経営責任者（CEO）

https://thehealthcaretechnologyreport.com/the-top-100-healthcare-
technology-companies-of-2024/

https://thehealthcaretechnologyreport.com/
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CEO’s letter

ESGへの注力と全社的な変革
2024年度、ESGへの取り組みにも注力し、サステナビリティ経営の推進において大きな前進をいたしまし

た。2023年に策定したマテリアリティを基盤とし、グループ全体でScope 1、2、3の温室効果ガス（GHG）
排出量を網羅的に算出する新システムを導入。これにより、サプライチェーン全体の排出量を可視化するた
めのグローバルなデータ収集基盤の整備を進めました。これらの取り組みの成果として、EcoVadisのコミッ
トメント・バッジを申請初年度で取得。また、ESG投資の代表的な指標の一つである「MSCI日本株ESGセレ
クト・リーダーズ指数」の構成銘柄にも選定され、当社グループのESGに対する積極的な姿勢が高く評価さ
れました。さらに、科学的根拠に基づく温室効果ガス（GHG）排出量削減目標を策定し、2025年6月16

日付でScience Based Targets initiative（SBTi）より「Near-Term Science-Based Targets」の認定を取
得しました。

2024年度からの新体制のもと、グループ全体でサステナブル経営の重要性を明確にし、ESGへの取り組
みを全社の最優先事項の一つとして位置付けています。本社による積極的かつ継続的な情報発信を通じ
て、全事業部がESG活動を自らの事業に組み込む姿勢になった点は、当年度における重要な転換点の一つ
と考えています。

「精緻な技術」を強みに、将来を見据えた中期経営計画を策定
2024年はPHCグループにとって、企業としての方向性を明確にする重要な節目となる一年でした。従業
員の行動指針となるビジョンと価値観の策定、そして「中期経営計画2027」の立案という、将来に向けた大
きな取り組みを推進しました。

新ビジョンの策定にあたり、当社の根幹にある強
みを改めて見つめ直した結果、長年にわたり培ってき
た「精緻な技術」が浮かび上がりました。当社の源流
である松下寿電子工業時代から受け継がれてきた技
術力であり、今後のヘルスケア分野における価値創
造の源泉でもあります。本社及び各事業部との議論
を重ね、「精緻な技術でヘルスケアの未来を切り拓く
リーダーとなる」という新たなビジョンを掲げるに至
りました。このビジョンを支える価値観（バリュー）と
して、「好奇心」「実行する勇気」「個の尊重と共創」「高
い倫理観」の4つを策定しました。これらは、グルー

プ全従業員が日々の業務において共有すべき基本姿勢であり、企業文化の核となるものです。2024年度
は、新たなビジョンと価値観を礎に、「中期経営計画2027」の達成に向けて力強く歩み始めた1年でした。

新たなビジョンの実現に向けた「共創」の推進
新たなビジョンの実現に向け、「中期経営計画2027」を着実に遂行するためには、グループ全体が一体と

なり、同じ方向を目指すことが不可欠です。当社グループは、異なる歴史や文化を持つ複数の事業体で構
成されており、それぞれの強みを活かしつつ、事業間のシナジーを最大化することが重要です。この多様性
を尊重しながら、グループ全体の競争力と認知度を高めるための鍵となるのが、「One PHC」のスローガン
で示す「共創」の精神です。
「市場に対し、今後の当社グル―プが成長する姿をどのように示すべきか」―この問いを起点に、2024年
度は複数の施策を立ち上げました。まず、業績回復と持続的成長を目指し、わかりやすく共感を得られるビ
ジョンを策定。そのビジョンを支える価値観と、それを具体化する「中期経営計画2027」を構築しました。
毎月開催しているPHCグループのタウンホール・ミーティングでは、各事業部が当社グル―プの価値観（バ
リュー）に基づく現場での実践事例を共有し、相互理解を深めています。また、私自身が各国の拠点を訪問
し、従業員と直接対話するラウンドテーブルを実施。こうした取り組みを通じて、従業員一人ひとりが現状を
「自分ごと」として捉え、主体的に価値創造に貢献できる組織づくりを進めています。
また、従来は事業ドメイン内にとどまっていた業務や技術が、他事業への展開を意識した行動へと変化し
つつあります。例えば、営業所の統合による事業部間の連携強化や、サービス部門の共有化による保守サー
ビスのクロスセル、さらには各事業から改善プロジェクトを集める「モノづくり強化大会」など、事業間で学
びや強みを共有する文化が芽生えています。こうした企業文化の変革に向け、私自身も強い情熱を持って取
り組んでいます。従業員一人ひとりの意識の変化が、当社グループ全体の進化につながる―その革新のも
と、未来への一歩をともに踏み出しています。

2. 医療課題への挑戦・PHCグループの戦略

超高齢社会がもたらす医療の課題
現代社会において、特に日本では高齢化が急速に進み、それに伴い、糖尿病、循環器系の疾患、認知症や

アルツハイマー病など、さまざまな慢性疾患が増加しています。加えて、食生活の変化により、生活習慣病
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CEO’s letter

は世界的な広がりを見せています。
こうした状況下で、治療の高度化や個別化のニーズは高まりつつある一方、医療自体や医療インフラにお
ける地域格差は拡大しています。特に過疎地域では医療へのアクセスや質が低下し、都市部への医療集中
が進んでいる現実があります。PHCグループは、こうした多岐にわたる課題に対し、企業としての責務と使
命を果たす努力を続けています。質の高い医療をより多くの人々に、より負担の少ない価格で提供できる社
会の実現に向け、バリューベース・ヘルスケア（VBH）の考え方に基づいたアプローチを推進しています。
この考え方は、当社グループが提供する製品やサービスの価値を最大化し、患者さんを中心とした医療へ
の貢献を通じて、グローバルヘルスケア市場における持続的な成長を実現する重要な礎となります。

PHCグループのソリューションと戦略
私たちは、医療が抱える「質」、「アクセス」、「コスト」という3つの本質的な課題に対し、現場のニーズに即

したソリューションを提供することで、バリューベース・ヘルスケア（VBH）の実現を目指しています。医療
の高度化が進む中、当社グループは「モニタリング（予防・予後・管理）」「検査 /診断 /治療」「研究開発」の
各フェーズにおいて、精緻な技術力を活かした製品・サービスを展開し、医療の質の向上と持続可能な社会
の構築に貢献しています。
加えて、従来の「発病後の治療」中心の医療から、「疾病予防」や治療後の「予後管理」といった上流工程
への展開を進め、人々の健康維持や再発防止につながる製品・サービス開発にも注力していきます。健康
維持から病気の早期発見、治療の最適化、そして新たな医療技術の創出に至るまで、未来の医療を支える
挑戦を続けてまいります。当社は複数領域にわたる事業展開を通じて、グローバル規模での社会貢献を可
能にする企業としての価値を高めてまいります。

競争激化する市場でのグループの立ち位置
平均寿命の延伸により医療市場の規模は拡大していますが、同時に競争も一層厳しさを増しています。こ
のような状況に対し、当社グループは全方位的に動くのではなく、我々が強みを発揮できる領域を選定し、
重点分野における高シェアの獲得を戦略としています。
実際に、国内クリニック向けの電子カルテ製品で第１位、超低温フリーザーでは世界第2位という高い市
場ポジションを確保しています。今後も競争環境を的確に分析し、戦うべき市場を見極めた上で、選択した
領域において高シェアを獲得し持続的な企業価値の創出を目指してまいります。

3. 信頼と歴史が培う、PHCグループの優位性

当社グループは、長年にわたり培ってきた高度なモノづくり力と徹底した品質へのこだわりを礎に、医療
現場への貢献を続けています。グローバルな供給力と、きめ細やかなサポート体制を通じて、世界に高品質
な製品とサービスを提供しています。これらの強みは、当社グループの持続的な成長を支えると同時に、医
療の発展を牽引する原動力となっています。

確かな技術と信頼に裏打ちされた強み
我々の最大の強みは、松下寿電子工業時代から受け継がれてきた精緻な技術力と、徹底した品質へのこ

だわりに根差したモノづくり力です。社内で「職人技」と称される熟練の技術は今もなお脈々と受け継がれ、
医療機器の開発における数々の受賞歴は、その信頼性と技術力の証左となっています。

30年以上にわたる血糖値センサ開発で培ったコア技術を応用し、2024年にはその技術を応用したライブ
セル代謝分析装置「LiCellMoTM」を上市。The Analytical Scientist誌における「2024年イノベーションア
ワード」の受賞は、PHCの技術革新力の一つの象徴です。
この技術は、診断薬事業の血糖値センサの開発部門とバイオメディカ事業の開発部門の共同研究によっ
て生まれた成果であり、1980年代に開発に着手した血糖値センサ技術を原点としています。1991年にはわ
ずか50gの携行型血糖値測定器を市場に導入し、表面張力を利用した自動吸引機構により、微量の血液で
高精度な測定を可能としました。これにより自宅で血糖値を手軽に管理できる環境を実現し、QOL（Quality 

Of Life）の向上と経済的負担の軽減に貢献。アセンシアの前身であるバイエル社との協業により、製品の
継続的な改良を進めてまいりました。
また、バイオメディカ事業が提供する超低温フリーザーなどの基盤製品は、代替が効かない検体や細胞を
扱う研究現場において高い評価を得ています。さらに、世界125以上の国と地域を網羅する供給力も当社
グループの強みです。超低温フリーザーはCOVID-19の流行期にはワクチン保存機器として採用され、製
造が困難な状況下においても24時間体制の稼働を継続。グローバルサプライチェーンの強靭性を発揮し、
世界各国・地域へ大量のワクチンを滞りなく共有しました。
加えて、医療のデジタル化においても当社グループは先駆的な役割を果たしてきました。ウィーメックス

は、1972年に日本初のレセプトコンピュータを発売以来、精緻な診療報酬算定システム開発に長年携わり、
国民皆保険制度の円滑な運用に寄与してまいりました。近年では、政府の医療DX推進においてオンライン
資格確認や電子処方箋の全国展開を支えるなど、医療インフラ構築の中核的な役割を担っています。
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4. 診断・ライフサイエンス領域でのリーダーシップを確立

当社グループは、「中期経営計画2027」で発表したとおり、診断・ライフサイエンス領域に注力してまい
ります。これは、我々が有する精緻な技術力に加え、世界的に進む高齢化、慢性疾患の増加といった社会的
課題、そして同領域の高い市場成長を総合的に踏まえた戦略的な判断によるものです。
今後は、主にがん領域における再生医療分野に取り組んでまいります。特に細胞・遺伝子治療の市場規
模は2.7兆円とされ、年率16%の成長が見込まれる有望分野です。当社はこの成長領域において、がんの
診断及び治療に資する技術と製品を基盤とした革新的なソリューションを提供していきます。
具体的には、「診断の効率化、精度向上についての取り組み」と「治療・製造コストの改善」の2つの軸か

らなります。 

•  診断の効率化・精度向上：試薬開発技術を用い、個別化医療の促進につながるバイオマーカーや患者モ
ニタリング用試薬を提供していきます。さらに、AI技術を活用したデジタル病理ソリューションにより、が
ん診断の早期化・精緻化・省力化を図ります。

•  治療・製造コストの改善：センサ技術及び培養技術により、細胞の最適な培養条件の早期確立を可能に
する次世代自動培養装置の提供や、細胞医薬品製造における細胞培養の効率化とコスト抑制に資する新
たなソリューションの提供など、研究から量産までの工程支援を行っていきます。
また、当社グループは、細胞・遺伝子治療やがん診断におけるワークフローの効率化などに寄与する機器
の技術開発に力を入れ、精緻な技術でヘルスケアの未来を切り拓くというビジョンの実現を目指しています。

2030年には、当社は診断・ライフサイエンス領域におけるグローバルリーダーとして確固たる地位を築き、
「高品質な医療を、誰もが身近に享受できる未来の実現」に向けて、歩みを進めてまいります。
そのためにも、従業員一人ひとりが挑戦を恐れず行動する文化を育み、すべてのステークホルダーの皆

さまの信頼と期待に応える企業価値の創出に取り組んでまいります。「社会をより豊かにするために、私たち
にできることは何か」─この問いに真摯に向き合いながら、PHCグループは医療の進歩と人々の健康に継続
的に貢献する企業体として、その使命を果たしてまいります。

5. ヘルスケア業界で「光る」日本発のグローバル企業へ

私たちは今後も、松下寿電子工業時代より受け継いできた精緻な技術力を原動力に、イノベーションを追
求してまいります。細胞・遺伝子治療やがん診断など、今後もニーズが多様化・高度化する医療領域にお
いては、グループ内シナジーを最大限に発揮し、新たな製品・サービスの開発を通じて社会課題の解決に
貢献してまいります。医薬品開発のプロセスには、依然として多くの効率改善の余地があり、私たちは新規
領域のみならず、自社の技術優位性が活きる基礎周辺分野にも注力します。また、強みを活かした製品・
サービス展開により、市場におけるNo.1、No.2の地位を確立していきます。
その実現には、人財及び組織の強化が不可欠であり、ヘルスケア業界で「光る」日本発のグローバル企業

として、世界にPHCグループの存在感を示していきたいと考えています。将来的には、当社の得意分野に
おいて圧倒的な成果を創出することで価値を提供し、「より的確・早期・簡便な」がん診断を実現するイノベー
ター、かつ、がんの先端治療法の早期普及を実現するアクセラレーターとして、医療研究・医療現場の進化
を加速することを目指します。
また、事業のグローバル展開に伴い、地政学的リスクやインフレリスクなど、予測困難な外部環境に対す

る柔軟な対応力も求められます。当社グ
ループはこのようなリスクに備え、盤石な製
造・サプライチェーン体制の構築を進め、世
界各地の多様なニーズに応じたソリューショ
ンを提供してまいります。
私たちは、精緻な技術を基盤に、医療従事
者・研究者の皆さまと共創し、健康を願うす
べての人々のために、ヘルスケアの未来を切
り拓いていきます。ヘルスケア業界の最前線
で「光る」存在として、グローバルに輝き続け、
豊かな社会づくりに貢献していくPHCグルー
プに、ぜひご期待ください。
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PHCグループの歴史 医療従事者や研究者の皆さまを支える存在として、私たちPHCグループは長年にわたり医療・ヘルスケアの発展に貢献してきました。
創業以来培ってきた歴史とモノづくり力を融合させ、常に高品質で信頼される製品・サービスを提供し続けています。

診断機器事業開始
（株式会社ダイアヤトロン
設立）

Shandon/Thermo Bio 
Analysis　
イギリスで創業　

1972
1981

1937
1966

薬用保冷庫販売開始 
（三洋医用機器販売
株式会社） 

2010

パナソニック ヘルスケア
株式会社に社名変更 2014

パナソニックグループ
よりカーブアウトし、 
パナソニック ヘルスケア
ホールディングス
株式会社として
事業開始

2021

PHCホールディングス
株式会社が東京証券取
引所市場一部へ上場※1

2012

三洋電機株式会社の
ヘルスケア事業部門
を統合

2023

ウィーメックス
株式会社※2

事業開始

2019

Thermo Fisher 
Scientific Inc. より
病理事業を買収・統合し、
Epredia Holdings Ltd.
を設立

2016

Bayer AGより
糖尿病ケア事業を買収・
統合し、
Ascensia Diabetes
Care Holdings AGを
設立

2018

1969

医科システム事業開始
（三洋電機株式会社） 

メディフォード
株式会社※3

事業開始

※１ 2021年10月14日に新規上場（証券コード 6523 東証プライム）
※2 PHC株式会社メディコム事業部とPHCメディコム株式会社を統合　
※3  株式会社 LSIメディエンスの治験事業を同社の子会社に承継し、

PHCホールディングス株式会社の子会社化

パナソニック ヘルスケアから
PHCにコーポレートブランド
を変更

株式会社生命科学インスティテュートから
株式会社LSIメディエンスの
全株式を取得

1991

血糖自己測定システム事業
開始 （松下寿電子工業）

松下寿電子工業株式会社
として設立

診断
機器

病理

研究・
医療

支援機器

ヘルスケア
IT
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1969
初の携帯型
血糖値測定器 
発売

1972
レセプト
コンピュータ
販売

1980
保険薬局用
コンピュータ
発売

1999
電子カルテ
システム発売

2007
レセコン一体型
電子カルテ
システム発売

2025
完全クラウド型
電子カルテシステム
発売

2020
COVID-19 mRNAワクチン
保存に世界中で当社製品が
採用、普及に貢献

1998
真空断熱材VIP搭載
超低温フリーザー
発売

1982
ラテックス凝集法光学的
免疫測定装置「LPIA-1」
発売

2007
6種の測定方法搭載の
「全自動臨床検査システム
STACIA」発売

2009
H2O2除染機能付き
CO2インキュベーター
発売

2014
内箱・棚受一体型
CO2インキュベーター
発売

2019
簡単な操作性で4種の測定法を
搭載する「全自動 血液凝固検査
システム STACIA CN10」発売

1984
CO2インキュベーター
発売

1988
後に業界スタンダードとなる
スライドガラス
「SuperFrost PLUS」
発売

2005
CLEIA法を用いた
迅速小型高感度機
「パスファースト」発売

2016
救急領域向けに
軽量化した
改良機の発売

2021
継続的イノベーションで
表面の平坦度を33%
改善

2023
環境に優しいレーザー
プリンター用スライドガラス
「SlideMate Laser PLUS」発売
スライドガラス世界シェア1位

1991
電気化学式
自動吸引型
BGM 発売

2003
No Coding技術を採用した
初の自己血糖測定器
CONTOUR®を発売

1991
業界最低温度（国内）
超低温フリーザー
発売

1966
薬用保冷庫
発売

1977
超低温
フリーザー
販売開始

2024
血糖値センサ技術を応用、
細胞の代謝を可視化する
「LiCellMoTM」発売

オンライン資格確認・
電子処方箋の導入支援
等を通して政府の医療
DX推進に貢献

省エネ性能 /デュアル
冷却装置など革新を続け
世界シェア2位、
日本シェア1位を獲得

高精度制御、コンタミ防止、
操作性を追求し、世界シェア2位、
日本シェア1位を獲得

年間30億枚以上の
センサを販売
世界シェア3位

1960年～ 1990年～ 2020年～現在
PHCグループの歴史：モノづくりと精緻な技術の軌跡

血糖値測定
システム

研究・医療
支援機器

ヘルスケア
IT

病理

診断機器

業界初

業界初

世界初

業界最
低温度

業界初
診断
技術

日本初

日本初
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At a glance

125以上の国・地域

30%

30%24.3%

女性管理職比率

経営陣※外国人比率

経営陣※女性比率

PHCグループは、日本発のグローバルヘルスケア企業として、さまざまな製品・サービスを世界中に提供しています。
人々の健康を世界中で支える、当社事業を数字でご紹介します。

PHCグループの製品・サービスは世界125以上の国と
地域で幅広く使用されています。

※取締役及び監査役

財務

非財務

連結売上収益 連結売上収益構成比 連結営業利益 1株あたり配当金、配当性向

※  配当性向（%）＝1株あたり年間配当金÷基本的1株あたり当期利益

2025年3月31日時点

2025年3月31日時点

0

1,000

2,000

3,000

4,000

（単位：億円）

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

2025年
3月期

0

100

200

300

2021年
3月期

2022年
3月期

2023年
3月期

2024年
3月期

2025年
3月期

（単位：億円）

43.2%

23.3%

21.9%

11.7%

■ 日本　■ 欧州　■ 北米　■ その他
2024年
3月期

2025年
3月期

1株あたり配当金（円） 54 42

配当性向※（%） ー 50.5

3,616

226

3,539

16

3,564

200

3,405

82

3,061

176

2025年
3月期
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